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                                   2019・3・27 

市民大学 OB会『結の会』 自主活動から地域還元へ 

 

平成 21年市民大学 新潟学コース 町の楽しみ魅力をライブで学ぼう。 

講座発案者・コーディネーター 田中雅史 

前期ゼミ（座学編） 

  新潟の魅力／食・花・歴史・景観・文化を様々な視点から楽しむ 

1講座 2人の講師×9回+1名＝19名の講師陣 

（山崎光子事務局の終了レポートに講師手配折衝。・予算など、苦労が見える） 

後期ゼミ（実践編） 

  町の魅力を現地で学び、討論会を実施する。 

  初回ガイダンス 懇親会（ゼミ長・コンパ長） 

  2回現地講座と討論会を 2回 懇親会 

終了懇親会  

仲間たちとの繋がりを継続したい。自分たちで新潟の魅力を再発見・再評価したい 

（会の立ち上げには山崎光子事務局の伏線があった。） 

 

平成 22年 6月『結の会』スタート 

  最初に会の目的、趣旨を話し合ったが、各自で企画をたて実施をすることになった。 

 

『結の会』活動 → 地域貢献 

  町歩き     沢海 新津 村上 高田 寺町 松浜 信濃川河口 萬代橋 東京 

蔵元見学・温泉 麒麟山 菊水 日本盛り 吉の川  温泉/麒麟山温泉 新津花水  

企画参加    水土アート(小須戸) 水土バスガイド ござれや花火 

（自主企画   町なか結婚式  自転車の会（サイクルマップ作製） 

他企画参加） 演劇と CM出演活動  新潟シティガイド 6名の応募   

 

 

 

 

市民大学で学ぶ楽しみを 

共有した仲間が結の会を 

立ち上げた。 

特別な活動目的を限定せず 

各自で企画を立て実地、 

することからスタートした。 

活動が結の会向けから外向け

に広がった。→（地域還元） 
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団体発足    みるみる沢海  新津観光ガイド 新潟イザベラバード研究会 

写真展     田中屋ギャラリーでの写真展  にいつ町なか古写真展 

講演会     秋葉区公民館（秋葉区の学び） 

  

地域貢献     学校活動のお手伝い 地域の町歩き企画・参加 

        冊子 地域マップの作成 写真展 講演会 

 

結の会の継続   規制を作らない（垣根を低く，最少のルールで） 

        参加不参加・参加者を限定しない。 

        活動方法に制限がない（テーマ・方法） 

        メンバーの発言発表を否定しない。 

        フラットな関係の維持をしてきた。 

討論会→近況スピーチ→信頼性の維持  

 

 

今後の課題 

       企画が大型化 他組織との連帯、キャパに問題    

        → 新潟イザベラバード研究会  

        → 講演会 新潟から地元へ（新潟秋葉区の学び４日間講座） 

          東区劇団  座・未来 

→ 盛況で観客数の制限 → アナウンスだけ 

メンバーの考え方の変化 

        

       対応策⇒今年、総会で予定企画を持ち寄る 

 

 

学ぶ楽しみの共有 

メンバーから刺激受けて 自主

な活動が行われた。 

活動を地域で行うように 

なり広がっていった。 

地域活動への参加が 

活発になった。 
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ゼミナール終了レポートより抜粋 

                          講座提案者 田中雅史 

 

 

                             事務局 山崎光子 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

地域活動 

 

皆で集めた 

蜂蜜（活動体験）は 

新しいエネルギーに 

なったヨ 

 

 


